
学年： 1年生 Stage： StageⅠ コード： K1107 単位： 0.4

モジュール名 中国語入門 科目担当責任者 香西 雄介

モジュール名（英字） Introduction to Chinese コース名 KPS 神歯大固有科目系

一般目標（GIO） 中国語の入門を学ぶことをきっかけとして、言語を通じた異文化理解を深めることができる。(「歯学のための日本語Ⅰ」を受講する外国人学生および中国語を母国語とする学生は受講できない)

ユニット：一般目標
１．中国語入門
中国語学習の方法を理解し、継続的に自立した学習が行えるようになる。

教育目標

ディプロマポリシー

DP1-1/1-2/1-3 DP2-1/2-2/2-3 DP3-1/3-2/3-3

カリキュラムポリシーCP CP1,CP2
a / a / a b / b / a c / c / c

　a:学習成果を上げるために特に強く履修することが求められる科目　　b:学習成果を上げるために強く履修することが求められる科目
　c:学習成果を上げるために履修する科目

教科書等　　　記号　/　書名　/　著書など　/　発行所・HPアドレスなど

教科書は使用しません。

評価方法

出　　欠　　席 欠席の取り扱いについては履修ガイドの通りです。補完についてはその都度指示を出しますので、講義担当者に確認してください。

モジュール試験(%) 0

アクティビティ(%) 100
科目で合格した者には単位が与えられますが、途中で受講中止された場合やアクティビティ不合格であった者には単位は付与されません。なお単位有無は進級判定には影響しません
。

アクティビティ詳細
(%)

事前試験 実技評価 レポート 口頭試問 態度評価 その他

100

再試験の評価方法 履修希望者に自由に受講していただく科目ですので再試験はありません。

フィードバックについて ステージ終了後に、KDU-LMS上にフィードバックを公開します。

アクティブラーニング 該当



授業コード 授業日 時限 班 学修方法 場所 自学自修時間(分)

K1107_001_4/16_4限 2026/04/16 4 講義 26番教室 60

ユ ニ ッ ト 中国語の発音をマスター

サブユニット

＊オリエンテーション
＊声調をマスター
＊6つの基本母音
＊複母音

授 業 目 標 自分が「中国語を学ぶ目的」は何かを知って、日本語との違いと親和性を知る。

キーワード 中国語の母音

担　　　当 劉 彦君

学修範囲（事前事後学修） 配布資料

コアカリ(令和4年) C-7-1,C-7-2

国試出題基準(令和5年)

授業コード 授業日 時限 班 学修方法 場所 自学自修時間(分)

K1107_002_4/23_4限 2026/04/23 4 講義 26番教室 60

ユ ニ ッ ト 中国語の発音をマスター

サブユニット
＊子音
＊鼻音をともなう母音
＊声調の変化

授 業 目 標 中国語の発音の仕組みを知って、中国人と同じ発音ができるようになる。

キーワード 中国語の子音と声調

担　　　当 劉 彦君

学修範囲（事前事後学修） 配布資料

コアカリ(令和4年) C-7-1,C-7-2

国試出題基準(令和5年)

授業コード 授業日 時限 班 学修方法 場所 自学自修時間(分)

K1107_003_4/30_4限 2026/04/30 4 講義 26番教室 60

ユ ニ ッ ト 中国語の基礎をマスター

サブユニット
＊中国語の基本
＊数と助動詞

授 業 目 標 コミュニケーションの基本を知って、「中国語が話せる」と言えるようになる。

キーワード 中国語の語順

担　　　当 劉 彦君

学修範囲（事前事後学修） 配布資料

コアカリ(令和4年) C-7-1,C-7-2

国試出題基準(令和5年)

授業コード 授業日 時限 班 学修方法 場所 自学自修時間(分)

K1107_004_5/7_4限 2026/05/07 4 講義 26番教室 60

ユ ニ ッ ト 中国語の基礎をマスター

サブユニット
＊補語
＊修飾語
＊構文パターン

授 業 目 標 中国語独特の表現を知って、初級における最大の壁を乗り越える。

キーワード 中国語の構文

担　　　当 劉 彦君



学修範囲（事前事後学修） 配布資料

コアカリ(令和4年) C-7-1,C-7-2

国試出題基準(令和5年)

授業コード 授業日 時限 班 学修方法 場所 自学自修時間(分)

K1107_005_5/14_4限 2026/05/14 4 講義 26番教室 60

ユ ニ ッ ト 中国語の基礎をマスター

サブユニット
＊補語
＊修飾語
＊構文パターン

授 業 目 標 中国語独特の表現を知って、初級における最大の壁を乗り越える。

キーワード 中国語の構文

担　　　当 劉 彦君

学修範囲（事前事後学修） 配布資料

コアカリ(令和4年) C-7-1,C-7-2

国試出題基準(令和5年)

授業コード 授業日 時限 班 学修方法 場所 自学自修時間(分)

K1107_006_5/21_4限 2026/05/21 4 講義 26番教室 60

ユ ニ ッ ト 中国語の基礎をマスター

サブユニット
＊補語
＊修飾語
＊構文パターン

授 業 目 標 中国語独特の表現を知って、初級における最大の壁を乗り越える。

キーワード 中国語の構文

担　　　当 劉 彦君

学修範囲（事前事後学修） 配布資料

コアカリ(令和4年) C-7-1,C-7-2

国試出題基準(令和5年)


